
DB・DCコラム

いろどり REPORT No.14では、「DC本人拠出制度の再検討」についてお伝えいたします。
当基金では2025年4月1日を適用開始日とする財政再計算を実施したことで、基金DBの他制度掛金相当
額が変更となりましたのでお知らせいたします。

最近のトピックス

当基金の他制度掛金相当額が2025年4月から変更になります。
この機会に、DCの本人拠出制度について再度検討してみましょう！

DC本人拠出制度について再検討しましょう！DC本人拠出制度について再検討しましょう！

DC拠出枠の考え方

“三井住友信託ライフガイド”から申込手続きができます！

◆ 運営管理手数料、事務委託手数料は0円（※）
※加入手数料や収納手数料等の国民年金基金連合会への費用、給付・移換手数料は別途発生します。

メリット3

以下のURLまたは二次元バーコードより手続方法を確認することができます。

三井住友信託銀行“iDeCo(プランS）”申込手続き（動画）

　URL　https://www.pip-maker.com/?view=c310
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《“iDeCo プランS”の加入・無償の要件と手数料体系の考え方》

加入・無償の要件
（年齢要件等のiDeCo加入資格を有する前提）

“iDeCo プランS”
彩DCプランの加入者・運用指図者
(加入資格喪失後の未移換者を含む)

運営管理機関への
運営管理手数料

0円
(月額/税込)

資産管理機関への
事務委託手数料

0円
(月額/税込)

国民年金基金連合会への
収納手数料

105円
(月額/税込)

“一般的なiDeCo”
(例)三井住友信託銀行個人型DCプランN

330円
(月額/税込)

66円
(月額/税込)

105円
(月額/税込)

“ユア パートナー/YOUR PARTNER（以下、YP）” または三井住友信託銀行普通預金口座を開設頂いた方
（YP口座は普通預金・定期預金・外貨預金等を一体で取扱可能な三井住友信託銀行の無通帳型の総合口座です）

手数料無料のiDeCoです
(資産管理手数料が無料なのは信託銀行だけ)

一般的なiDeCoの手数料は月額501円

条件を満たすと手数料の優遇対象に！

◆ 業界最安値水準のパッシブファンド

◆ 様々なニーズに応えたアクティブファンド＆バランスファンド

メリット2 魅力的な商品ラインナップ！

◆ これまで「企業型DC」で使い慣れているWEB（ライフガイド）やスマホアプリ、
コールセンターがそのまま利用可能

◆ ライフガイドやスマホアプリでは「企業型DC」と「iDeCo」が一体的に表示できるので管理がラク

メリット1 WEBやコールセンターはそのまま！

三井住友信託銀行の“iDeCo プランS”のご案内三井住友信託銀行の“iDeCo プランS”のご案内
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DCに拠出するメリット

マッチング拠出とiDeCoの比較

彩DCプランに加入されている方向け
三井住友信託銀行の“iDeCo プランS”をご紹介！

iDeCoは2万円まで掛金を拠出できる制度であるため、
iDeCoを活用することで、よりメリットを大きく享受できる可能性があります。

DC拠出限度額
55,000円 (※)当基金の他制度掛金相当額（2025年4月～）

第1実施事業所：3,000円
第2実施事業所：5,000円
第3実施事業所：7,000円
第4実施事業所：8,000円

本人拠出制度

DC会社掛金

(あれば)
自社DB他制度掛金相当額

基金DB他制度掛金相当額(※)

この金額の範囲内でマッチング拠出や
iDeCo、選択型DCの拠出が可能

（マッチング拠出、選択型DCは制度導入事業所さまのみ）

運用益に税金がかからない
掛金は全額所得控除の対象となるため、
所得税・住民税が軽減される

例：所得税と住民税の合算が20％の場合に1万円を受け取る場合（イメージ）
　給与時に受け取り … 1万円 × (100％-20％) ＝ 8,000円になる
　DCに積み立て　  … 1万円 がそのまま積み立て可能

メリット

1
メリット

2+

会社が出す掛金※

2,000円

法令上の限度額
マッチング拠出
2,000円

会社が出す掛金※

2,000円

iDeCo
20,000円

会社が出す掛金※

2,000円

マッチング拠出は
会社掛金と同額まで！

iDeCoは
20,000円まで！

※会社が出す掛金が２,000円(月額)の場合

DCコラム◆彩DCプラン加入者の皆さまへ◆


